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研究成果の概要：本研究の目的は、体育科の指導内容に関するナショナルスタンダードを策定

するとともに、調査研究と介入実験授業によってその妥当性を検証することであった。その結

果、改訂学習指導要領に提示された指導内容はスタンダードとしておおむね妥当であると判断

できた。ただし、児童・生徒の達成率は学校間格差や学級間格差が顕著であり、授業を行いさ

えすれば自動的に基準が達成されるというものではなかった。適切な指導プログラムを適用し、

適切量の時間を配当して授業が実施されれば基準がクリアーされるということである。 
 
研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were to develop the National Standard of 
Physical Education Contents and to examine their validation through the surveys of 
students’ achievement rates and experimental teaching units.  As a result, the teaching 
contents presented in “the course of study” published by Education and Science Ministry 
were considered to be reasonably valid as national standards. However, it has to be 
emphasized  that the standards could be achieved only under the conditions that the 
appropriate teaching program was adopted and adequate time was spared. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
19 年度 13,600,000 4,080,000 17,680,000 

20 年度 10,800,000 3,240,000 14,040,000 

21 年度 11,500,000 3,450,000 14,950,000 

年度  

  年度  

総 計 35,900,000 10,770,000 46,670,000 

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：(1)体育科のナショナルスタンダード、(2)指導内容の構造、(3)諸外国の学習指導

要領、(4)指導内容の達成度調査、(5)介入実験授業、(6)技能的成果 
 
１．研究開始当初の背景 

国際的に学校体育のアカウンタビリティ
が問われている。学校において体育科を位置
づけることの意義は何か。体育科は子どもた

ちにどのような能力や資質を育成すること
ができるのか。エビデンスに基づいたスタン
ダードを策定することが急務の課題になっ
ている。本研究はこのような国際的課題に対



応して行われるものである。 
1994 年にアメリカ AAPERD（体育指導者

連盟）の NASPE（大学教員で組織される研
究集団）が、小・中・高のナショナルスタン
ダードを策定した。このスタンダードが各州
の学習指導要領の目標・内容に生かされてい
るほか、オーストラリアや韓国の学習指導要
領にも大きな影響を与えている。しかしなが
ら、このスタンダードはあくまでも研究者に
よる仮定的提言であって、実践的な検証を経
たものではない。また、その実現度を評価す
る規準についても厳密性を欠いている。この
ような意味で、エビデンスを備えた体育科の
指導内容を明らかにすることは大きな意義
をもつと考えた。 

本研究は、今回の教育課程の改善に向けて
中央教育審議会「健やかな体を育む教育の在
り方」検討部会や、学習指導要領作成協力者
の会議が進められている過程にあって、これ
らの会議に関与する多くの研究者（高橋、本
村、岡出、友添、菊、尾懸、村田）が中心に
なって企画・実行された。くわえて、文部科
学省の教科調査官であった佐藤、今関のほか
に、新学習指導要領に関連した一連の資料作
成に協力者として関与した岩田、細越、吉野、
吉永が参加して研究が進められた。 
 今回の学習指導要領の改定に先だって、体
育科がすべての子どもたちにどのような目
標や内容の習得を保証することができるか、
それらのミニマムを特定することが強く求
められた。国民へのアカウンタビリティに応
える学校教育の在り方を模索する先端領域
として体育科がターゲットになったといっ
てもよい。本研究は、このような課題を正面
から受け止め、体育科の指導目標・内容のス
タンダードを設定するとともに、その妥当性
を実証的に検証しようとした。また、その検
証によって一層根拠のあるスタンダードの
確立をめざすための方策を検討することに
した。なお、スタンダードの作成にあたって
は、ひとまず新学習指導要領の作成と一体化
して進めることにした。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、体育科のナショナルスタ
ンダード（指導内容）の確立に向けて、国際
的な学習指導要領の動向を分析するととも
に、指導内容の枠組みや具体的内容を作成す
ることである。くわえて、それらの指導内容
の達成度からみた妥当性を実証的に検証し、
これによって、より適切なスタンダードを確
立していくための課題を検討する。 
 このような研究目的を達成するために、以
下のような研究課題を設定した。 
(1)スタンダードの設定に先だって、まず、体
育科の指導目標・内容の理論的枠組を構築す
る（この作業は、中教審「健やかな体」専門

部会の審議に関わって行われた）。 
(2)学習指導要領の各領域（運動領域と理論領
域）の指導内容を具体的に提示する。特に技
能的内容については、運動の様相として表記
することにした（このことは、学習指導要領
解説（体育編）の作成過程に関連して研究が
進められた）。 
(3)これらの作成に関連して、アメリカ、ドイ
ツ、イギリス、オーストラリア、韓国などの
諸外国のナショナルスタンダード（学習指導
要領）を比較分析し、わが国のスタンダード
確立に向けた基礎情報を得ることにした。 
(4)新学習指導要領に掲載されたが指導内容
が現実の学校体育の実践を通して、どの程度
習得されているのか、実態調査によって明ら
かにする。特に技能的内容が明確な器械運 
動、水泳、武道等の領域について、その習得
状況を調査分析することにした。 
(5)改定学習指導要領に示された指導内容が、
どのような指導計画を設定し、どれほどの時
間をかけて指導すれば、おおむねスタンダー
ドの基準となる 70%がクリアできるのか、器
械運動、水泳、陸上運動、ボール運動等の各
運動領域を対象に、介入実験授業を通して検
討することにした。 
(6)これらの研究成果を総合して、児童・生徒
にとって一層実現可能なナショナルスタン
ダードを確立するための課題を提言するこ
とにした。 
 
３．研究の方法 
本研究の成果は「研究成果報告書」（2010

年 3 月；499 頁）として発刊されているが、
そこでは大勢の分担研究者や連携研究者に
よる多くの研究成果が報告されている。そこ
に掲載された研究は、大きくは解釈学的研究
（文献研究）と経験学的研究（実証的研究）
によって行われている。なお、報告書の構成
は大きくは以下の３つのパートに分かれて
いる。 
(1) 諸外国にみる体育のナショナルスタンダ

ードづくりの動向 
(2) 日本の学習指導要領とナショナルスタン

ダード 
(3) 調査および授業研究による達成度の検討 
① 体つくり運動、②器械運動、③陸上運

動・陸上競技、④水泳、⑦球技、⑧受
動 

 このうち、(1)と(2)は文献研究や現地視察
を通して進められ、(3)については小・中学
生を対象とした運動技能の達成度調査や介
入実験授業として実証的に行われた。 
 
４．研究成果 
(1)スタンダード策定の試み 
 諸外国のナショナルスタンダードの比較
検討を通して、体育科の指導目標（内容）の



構造が構築された。この作業は、中教審「健
やか体をはぐくむ教育のあり方検討専門部
会」の審議と連動して進められた。 
 その結果、図 1のように、①身体能力（体
力と技能）、②態度（運動・スポーツの社会
的行動、③思考・判断（学び方）、そして、
これらのベースに④知識が位置づけられた。
また、これらの指導目標（内容）の総和とし
て、⑤生涯にわたるスポーツライフの継続が
めざされることになった（価値的態度や実
践）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 身体能力、態度、知識、思考・判断の関係図 

 
 このような基本的な目標構造にそって、指
導内容のスタンダードづくりが行われた。本
研究の代表者（高橋）をはじめとし、研究分
担者、連携研究者、研究協力者の計 9名が「学
習指導要領の作成委員」であったため、この
作業は、文科省の学習指導要領の改訂作業と
連動して行われた。 
 今回の改訂学習指導要領（平成 20 年）の
最大の特徴は、体育のアカウンタビリティー
に応えるために指導内容（学習内容）をより
具体的に表記し、これらの内容を確実に習得
させることであった。そのため、２学年ユニ
ットで各指導領域（運動領域、体育理論領域）
の内容が示された。しかし、学習指導要領は
きわめて基本的な目標と内容を示すにとど
まるため、学習指導要領解説（体育編）にお
いて、一層具体的な指導内容（学習内容）が
例示された。本研究においては、この解説で
例示された内容をもってナショナルスタン
ダードととらえることにした。 
 
(2)調査によるスタンダードの妥当性の検討 
 本研究においては、学習指導要領解説に示
された指導内容（例示）が実際どの程度習得
されているのか、70％の達成度をスタンダー
ドとして、器械運動、水泳、柔道について実
態調査を行った。 
 ここでは、小学校の高学年段階の器械運動
を対象にした調査結果（関東地区の24校1884

名）に焦点を当てて報告する。 
まず、跳び箱運動に注目すると、基本技（開

脚跳びと台上前転）については 70%をクリア
ーできていた。マット運動についても、開脚
後転と側方倒立回転を除いて基本技につい
てはおおむね達成されていた。しかし、発展
技については基準を達成できていた技は全
くなかった。 
鉄棒運動については、基本技においても

70％の基準を達成できていた技は逆上がり、
前回り下り、転向前下りの３つの技のみであ
った。支持回転系の技（前転、後転、膝掛け
回転など）については達成率はきわめて低か
った。中学生にあってもこの傾向は変わらず、
達成率は小学生とほとんど変わらなかった。
また、学校間格差や学校間格差が顕著であり、
学校の指導体制や教師の力量に依存する部
分が大きいことが示唆された。 
 
(3)介入実験授業によるスタンダードの妥当

性の検討 
 器械運動、水泳、陸上運動（中学：陸上競
技）、ボール運動（中学：球技）に関わって、
15 の介入実験授業を計画し、授業研究を試み
た。これらの研究に関しても、ここでは器械
運動の授業研究の結果についてのみ報告す
る。 
 この研究では、先の達成度調査であえて達
成度の低かった学校を選んで、高学年のマッ
ト運動と跳び箱運動に関わって介入実験授
業を試みた。 
まず、マット運動の授業研究では、倒立回

転系の技（基本技：壁倒立、側方倒立回転、
発展技：ロンダートなど）が適切な指導プロ
グラムと適切な授業時間(9 時間）をかけて実
践すればどの程度達成できるか検証しよう
とした。単元はじめには壁倒立ができる児童
は半数程度であったが、3時間目で 70％をク
リアーした。6 時間目には側方倒立回転につ
いても 70％の基準をクリアーした。8時間目
には発展技のロンダートも 70％以上の児童
が達成した。さらに側方倒立回転前ひねりや
ハンドスプリングなどの技にも挑戦し、最終
的にこれらの技を達成した児童も少なくな
かった。また、大部分の児童が基本技の側方
倒立回転を習得した６時間目から、児童によ
る形成的授業評価も急速に向上し、5 段階評
価の 5のレベルに達した。 
 次に、跳び箱運動の発展技である首はね跳
びを目標にして、台上前転、膝伸ばし台上前
転、首はね跳び、頭はね跳びの指導ステップ
を作成するとともに、これらの運動を習得す
るために必要な感覚づくりをねらいにした
プログラムを作成し、5 年生を対象に介入実
験授業（9 時間）を試みた。その結果、3 時
間で 100%の児童が台上前転をマスターし、5
時間目には 98%の児童が膝伸ばし台上前転を



達成した。首はね跳びについては 8時間目で
78%の者が、9時間目には 87%の者が達成した。
さらに単元終わりには頭はね跳びやハンド
スプリングにも多くの児童が挑戦するよう
になり、授業評価もほぼ満点近くにまではね
あがった。 
 このように、マット運動や跳び箱運動につ
いては適切な指導プログラムを適用し、適切
な授業時間数を配当すれば、基本技はもとよ
り発展技についても確実に習得されること
がわかった。  
 このような傾向は、他の運動領域について
も同様であった。適切なプログラムを適用し、
適切な時間配当を行って指導すれば、学習指
導要領解説で提示された指導内容は十分達
成されることがわかった。問題は、学校にお
ける体育への取り組み姿勢や、教師個々人の
専門的力量にあり、教員養成大学・学部の体
育教員養成システムや現職の教師養成シス
テムのあり方が重要な課題である。 
 
(4)今後の課題 
①「運動技能」以外の検証の必要 
 学習指導要領では、「運動技能」のほかに
「態度」、「知識、思考・判断」が指導内容に
示されているが、本研究でその妥当性が検証
されたのは「運動技能」のみであった。他領
域の指導内容の妥当性についても検証する
必要がある。しかし、そのためには、これら
の指導内容を学年段階や運動種目ごとに一
層具体的に表記することが不可欠である。 
②評価可能な表記の必要 

そのことは、技能的な内容についても言え
る。すべての運動領域の技能的内容が十分客
観的に評価できるように表記されているわ
けではなく、抽象的で曖昧な内容表記も少な
くない。すべての内容に関わって数値目標を
示す必要はないとしても、誰もが評価可能な
明確な規準や基準を示す必要がある。 
③評価法の開発 
 特にボール運動（球技）領域のゲームパフ
ォーマンスを評価するためには、有効な「評
価用簡易ゲーム」や簡便な「ゲーム分析法」
を開発する必要がある。 
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